
令和６年度　学校評価表

学校評価の流れ（※令和６年度の学校評価が令和７年度および令和８年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）

校区教育協働委員会

品川区立城南小学校 校長 三浦　公平

城南小学校校区教育協働委員会 委員長 板橋　雅則

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和5年３月２４日 教育長決定 要綱第５号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和６年度　学校評価　品川区立城南小学校
評価項目１ 学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

区学力定着度調査（令和7年4月実施）では、
各学年・教科について標準スコアを上回る。

各学年・各教科で標準スコアを上回った。 A

発展的な学習の教材開発に取り組み、児童
一人一人の習熟に応じた指導をする。

・習熟度によって、学習内容を詳しくしたり、課題を多くしたりした。
・ICTを有効的に活用し、発展的な内容でも児童が取り組みやすいように教材を工夫し
た。 B

ノートや単元テストを適切に見とり、評価を個人指
導に生かす。確認用のミニテスト、復習用教材、フ
ラッシュカードなどを開発・活用する。

・ミニテストで学習の習熟度について確認をした。宿題を出す際は、習熟が不十分な単
元や学習内容を復習させた。
・都道府県のフラッシュカードを購入し、積極的に活用した。 A

 ＩＣＴ機器・デジタル教科書を効果的に活用
し、どの子も理解できるユニバーサルデザイ
ンを意識した授業を行う。

・児童に選ばせることで一人一人に合った学習形態を提供できた。
・ICT機器やデジタル教科書を日常的に用いて授業を行った。
・各児童の考えの共有にタブレットを有効活用することができた。 A

家庭学習カードを活用し、90％以上の児童
が計画的に家庭学習をする習慣を身に付け
させる。

・毎日宿題を全員が出しているかをチェックをし、家庭学習の習慣を身に付けさせるこ
とができた。
・１週間分の宿題を記入したことで、見通しをもって家庭学習に取り組める児童が増え
た。

A

 「各教科の授業内容が分かりますか」の項
目で80％以上の児童が肯定的評価をする。

「授業内容が分かりますか」の項目で80％以上の児童が肯定
的評価をした。

A

授業のねらいに沿って過不足のない授業を
行い、8割の児童に確実に伝わるようにす
る。

・授業のねらい、めあてを明確にして、８割の児童に伝わる授業を行うことができた。
・昨年の研究を意識して授業をすることができた。
・毎月の授業時数や毎週の学年会で、学習の進度等を確認することで、過不足のない
授業の実現に努めている。

A

朝やミニ学習で読書や漢字、計算に計画的
に取り組み、基礎・基本の定着を図る。

・ミニ学習では、漢字を中心に基礎基本の定着を図った。
・新出漢字の多い学年は、ミニ学習の時間を使ってフォローすることができた。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

・授業内容を十分に理解できていない児童
には、学年間で各教科におけるつまずきを
共有し、個に応じた指導をする。
・各教科における資質・能力を育成するため
授業の質の向上を図る。②

○自信をもってよく学ぶ子
ア　児童一人一人の実態を把握し、学習指導要領の内容を確実に身に付けさせる。
イ　ノート・プリント・タブレット等を活用し、学びの過程が児童にもわかるようにしながら、児童自身がＰＤＣＡサイクルを活用し、学びの成果を実感できるようにす
る。
ウ　教材教具を工夫しながら興味・関心を広げ、学ぶことに意欲的に取り組ませていく。
エ　家庭学習の定着と読書の習慣化を図る。
オ　学校地域支援本部を活用して未来塾で補習に取り組ませたり、様々なゲストティーチャーから専門的な学びを深めたりし、学ぶことへの意欲を高める。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①

・学習の個別最適化を図るために、授業で
ICTを効果的に活用する。
・発達段階に応じ同一内容の宿題から自分
に合った課題に取り組めるよう自主学習を取
り入れる。



令和６年度　学校評価　品川区立城南小学校
評価項目２ 人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

 学校や学級のきまりを守る等、規範意識の
項目において80％以上の児童が肯定的評
価をする。

規範意識の項目において85％以上の児童が肯定的評価をし
た。

A

市民科学習を充実させる。市民科と道徳の
教科書を効果的に活用し、規範意識や他者
を尊重する意識を高める。

・道徳の教科書を効果的に活用し、市民科と関連付けて、規範意識や他者を尊重す
る意識を高めることができた。
・道徳の教科書を活用して更に気付きや理解を深めることができた。 B

東海Ｇの小中連携により、小中の一貫性を
重視した市民科単元の開発および適切な評
価に基づく定着を図る。一貫プランを発展充
実させる。

・一貫プランに基づき、学年で行事を精選しながら実践した。
・今後、各校で一貫プランの見直しを行い、充実させていく。

B

i-checkを活用し、社会性や生活習慣に関わ
る項目における個人の状況を見とり、重点
的、継続的な指導により、ソーシャルスキル
を向上させる。

・具体的な場面を提示して、その場に応じた適切な言動について考えさせた。
・児童自身が自分のことを考えられるような活動を、市民科の学習で行うことができ
た。 B

 思いやりの項目において80％以上の児童
が肯定的評価をする。

思いやりの項目において85％以上の児童が肯定的評価をし
た。

A

縦割り班活動、幼保小交流を通して、リー
ダーシップやフォロワーシップ、相手への接
し方を学ぶ。

・縦割り班活動で、６年生を中心に話し合い、計画、実施、振り返りをすることができ
た。
・縦割り班遊びでは、上学年の児童の言うことをよく聞いて、活動に取り組むように指
導してきた。
・市民科の学習を生かして、友達との関わり方について学ぶ機会を作った。

B

障害者や高齢者、地域とのふれあいを通し
て、思いやりをもって接することができるよう
一人一人に関わり方を考えさせる。

・１５０周年プロジェクトで、地域の方にインタビューをして壁新聞にまとめた。
・人権標語や特別支援学校の先生による講話などにより、どの人もかけがえのない
存在であることを学習した。
・生活科の町探検で、障害者や高齢者と関わる体験を行った。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・縦割り班活動や城南幼稚園との交流等、異
学年で活動の機会を増やす。
・市民科授業地区公開講座においてパラス
ポーツ選手等を招いた講演会を実施する。

①

○みんな仲良く助け合う子
ア　他者を尊重して、自分の思いを伝え、良好な人間関係が結べる力を養う。
イ　規範意識・他者の尊重・自己肯定感など集団生活で欠くことができない力を身に付けられるような学級経営や専科経営を行う。
ウ　幼稚園や中学校との連携を重視し、異年齢集団で培われる力を見通した教育活動計画を作成する。
エ　品川コミュニティ・スクールとして、学校支援地域本部を活用し、地域との連携学習を重視し、地域への愛着を育てる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

・「城南スタンダード」を作成し、共通した指導
ができるようにする。



令和６年度　学校評価　品川区立城南小学校
評価項目３ 体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

東京都統一体力テストにおいてすべての項
目で都平均水準程度にする。

全学年「握力」に課題が見られた。その他の項目は、平均と
ほぼ等しい結果だった。

B

自らすすんで運動を行い、体力向上への意
識を高め取り組むことができる。そのために
テクニカルアドバイザーを効果的に活用した
りする。

・休み時間も鬼ごっこをするなど、すすんで運動する習慣が身に付いている
児童が多い。
・テクニカルアドバイザーには事前に指導内容を伝え、児童に運動のコツが
伝わるように指導法の工夫をした。

A

課題のある、ソフトボール投げと握力の結果
の向上を目指し、正しいフォームで投げる運
動や固定遊具を使った運動等を多く取り入
れる。

・スポーツトライアル実施期間で全員が積極的に参加できるようにした。
・正しいフォームを身に付けさせる場を作り、重点的に取り組んだ。
・雲梯や登り棒、鉄棒など、固定遊具を使った運動を継続して行った。 B

「ワンミニッツエクササイズ」の取組を定着さ
せ、体幹を鍛える運動を工夫し、実施する。

・家庭学習でワンミニッツエクササイズに取り組むように呼びかけた。
・ワンミニッツエクササイズを定着させるために、もっと発信する必要があ
る。 B

学習カードや体力テストの結果から自分の
体力を実感させ日々運動することの大切さ
に気付かせる。

・毎時間、課題を提示し、その課題を達成するために考えて運動を行うよう
に繰り返し指導を行った。
・体力テストの結果を返す際に、自分の現状について考える時間を設けた。 B

生活習慣項目で80％以上の児童が肯定的
評価をする。

生活習慣項目で90％以上の児童が肯定的評価をした。 A

保健便りや保護者会等で周知し、「早寝・早
起き・朝ごはん」を定着させる。また、体幹を
鍛え、良い姿勢で学習する。

・保護者会では、家庭での生活習慣について周知し、家庭での声かけをお
願いした。また、保健便りや学校説明会においても早寝早起き朝ごはんを
伝えた。
・サントレの時間を生かして、姿勢の保持について指導を行った。

B

「虫歯や歯周病」「生活習慣病」「がん」「食育」な
どに関わる専門家と連携した授業により、知識を
深め、自己管理できる児童を育てる。

・食育の出前授業で、牛乳からとれる栄養について学ばせた結果、栄養面
を意識して生活する姿が見られた。
・歯科衛生士の講話から、毎日の歯磨きの大切さを学ぶことができた。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・正しい生活習慣の重要性について、保健便
り、学校保健委員会等で啓発する。

①

○心も体も元気な子
ア　礼儀作法・正しい言葉遣い・節度ある生活習慣などを習得させ、礼節ある子どもを育てる。
イ　体力調査を分析し、得意な分野の指導と不得意な分野の指導方法の差別化を図り、確実な体力の向上に結び付ける。
ウ　児童自身の行動の振り返りを通して、最後までやり遂げる信念の強さを身に付けさせる。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

・運動の日常化を図るために、休み時間の
活用の仕方を工夫する。



令和６年度　学校評価　品川区立城南小学校
評価項目４ いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

学校や学級に対し、80％以上の児童が肯定
的評価をする。

学校や学級に対し、80％以上の児童が肯定的評価をした。 A

職員連絡会で情報共有を図り、生活指導記
録を作成し、次学年へ引き継ぐ。

・職員連絡会での共有事項は毎回確認するようにしている。
・生活指導個人票に記入して次学年に引き継げるようにしてい
る。

A

定期的なアンケート等により実態を把握し、
ＳＣやＨＥＡＲＴＳなどを活用し、組織的に対
応し、改善を図る。

・いじめDアンケートやニコリを毎月実施している。
・学級の児童の様子について、SCやいじめ対策委員と共有
し、組織的に対応することができている。

A

複数で聞き取りを行い、周辺児童からも聞き
取りをする等、事実を正確に把握した上で、
速やかに対応する。

・トラブルが起こった際、学年主任と複数体制で聞き取りを行う
ことで、事実を正確に把握し、速やかに対応している。
・放課後、学年で情報交換を頻繁にしている。

A

全国・学習状況調査「いじめはどんな理由が
あってもいけないことだと思う」の項目で90％
以上の児童が肯定的評価をする。

全国・学習状況調査において、全児童が肯定的な評価をし
た。

A

早期発見、早期対応を合言葉に常にアンテ
ナを張る。月１回「学校いじめ対策委員会」を
開き、必要に応じて関係諸機関とも連携す
る。

・毎回の学校いじめ対策委員会では、各学級の児童の情報を
共有し、対応を話し合うことができている。
・児童の発言や顔色、雰囲気などを日常的に観察し、声かけ
を行ったり、他教員と情報共有を行ったりしている。

A

全学級いじめに関する授業を年３回実施し、
いじめは絶対に許されない行為であることを
十分に理解させる。

・ロールプレイを通して、や・は・た行動を実践的に学ばせた。
・授業実施により、児童は自分の事だけではなく、他の児童の
様子を見るようになった。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・全ての児童に対して、いじめは絶対に許さ
れない行為であること、たとえ、相手の児童
の言動に原因があるとしても、いじめを行う
方法で対処してはならないことを理解させる
ために、「いじめに関する授業」を年３回実施
する。

重点目標

○深い児童理解のもと児童と良好な関係を築くとともに、全教職員で「いじめは絶対に許さない」という姿勢を強く打ち出す。
ア　児童の悩み対して、いつでも相談できる雰囲気や環境を構築する（信頼される教師集団）。
イ　職員連絡会で、児童の様子を報告をし、生活指導記録を作成する。
ウ　年3回実施する生活アンケート結果を検討し、改善策を全教職員で共有する。
エ　いじめ防止委員会を開催し、必要に応じて関係諸機関と連携をする。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・早期発見のために、「デイケン」「いじめDア
ンケート」等、各種調査ツールを活用する。
・いじめが疑われる際には、学校いじめ対策
委員会を即時に開催し、情報収集・役割分
担・いじめの認知等を早急に行う。
・週１回の生活指導連絡会、学校いじめ対策
委員会、不登校対策委員会を開催して早期
対応に努める。



令和６年度　学校評価　品川区立城南小学校 公開

評価項目５ （特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

豊かな国際感覚とともに、日本の伝統・文化
に興味・関心をもった児童を育成する。

日本の伝統・文化に触れる機会をつくることで、興味・関心を
もって学習に取り組むことができた。

B

日本の伝統文化に触れる学習を各学年で体
験的に取り組み、日本の良さに気付かせる。

・昔遊びや茶道、江戸切子など、年間計画に基づいて地域や日本文化に触
れる活動を多く取り入れた。
・筝の学習では外部講師を招き、日本の伝統音楽のよさを感じ取った。 A

「英語の授業は楽しい」と感じられるような指
導計画を作成し、実践する。

・毎回児童が楽しめるようなアクティビティが計画されている。
・ALTに慣れ親しみ、楽しんで授業を受けることができている。
・ALTと連携して一人一人が抵抗なく発音し、活動できるようにした。 A

大使館との交流など海外の文化に触れる機
会を設定し、様々な文化があることを知らせ
る。

・ジュネーブ市との演奏会では、海外の文化に触れることができた。
・常に他の国の話をしたり、外国籍の児童から学んだりすることにより、偏
見のない姿勢を大切にしている。

B

開校150周年関連行事を成功させ、未来に
つなぐ。

地域の協力を得て、開校150周年関連行事を成功させること
ができた。

A

学校の歴史や伝統に興味をもち、感謝の気
持ちと誇りがもてるようにする。

・今年１５０周年であることを常に意識させ、学校のよさを伝えたり、考えさ
せたりした。 A

地域と連携した行事や授業を各学年で取り
組む。

・生活科「おまつりごっこ」で地域と連携した活動を行うなど、市民科を中心
に、地域の魅力に迫る学習活動を行った。 A

SDGｓの推進を図り、委員会活動をはじめ各
学年で教科横断的な学習を行う。

SDGｓ委員会をはじめ各学年が教育活動全般をとおして、取
り組むことができた。

B

各教科でSDGｓのつながりを意識して授業を
計画し、実践する。

・給食を残さず食べることを目標に日々頑張っている。
・各教科においてSDGsとのつながりを意識し、指導を続けている。 B

自らできることは何かを考えさせ、実践する
力を養う。

・理科の環境問題への取り組み等を参考にし、児童が自分でできることを
考えさせた。
・市民科の学習で、できることが何かを考えさせていく。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・SDGｓの目標に掲げられた「持続可能な生
産消費サイクルの実現」のために、委員会の
児童を中心に企業とタイアップしたプロジェク
トを推進する。

○豊かな国際感覚をもつ児童の育成を図るとともに日本の伝統・文化に関する取り組みを充実させる。
○地域社会を大切にし、「ふるさと城南」の意識を育む。
〇SDGｓを推進し、地域社会の一員としての資質の向上を図る。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

②

・学校の歴史や地域の方の思いが感じられ
るような開校記念集会を実施する。

①

・学びと活動の有機的な関連を図るために、
各教科の年間指導計画と照らし合わせ、各
種活動を計画する。
・インターナショナルスクールとの交流する機
会を計画する。


